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1. はじめに 

 

“MT8870A をご使用いただくための簡単なセットアップ方法” について説明します。 

MT8872A をご使用の場合、MT8870A を MT8872A と読み替えてください。 

 

1.1. 添付品の確認 

添付品箱の中にある「構成品明細書」を取り出し、添付品に不足が無いことを確認してください。 

 

1.2. セットアップに必要なもの 

 

 説明 

PC Windows® 7 または Windows® 10 搭載 (詳細は 2.1 章で説明) 

Ethernet ケーブル UTP ケーブル カテゴリー5 以上 

ストレートケーブル、クロスケーブルどちらでも使用可 

DVD 「MT8870A Universal 

Wireless Test Set」 

添付品 

 

あると便利なもの 

RF ケーブル 両端に N 型コネクタがついた RF ケーブル  

3 章 動作確認で使います 

 

1.3. 用語 

 

本ガイドでは以下の用語を使います。 

用語 説明 

MT8870A 装置本体です。本体前面に最大 4 つのモジュールを搭載できます。MT8872A

は最大 2 つもモジュールを搭載できます。モジュールを含めた装置全体を指す

場合もあります。 

MU88700xA MT8870A に搭載するモジュールです。RF 信号の送出、測定を行います。 

シャーシ MT8870A を指します。メニュー画面などでモジュールと区別する必要がある

場合に使用します。 
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2. 初期設定 

Utility Tool ソフトウェアで MT8870A の初期設定を行います。 

Utility Tool は添付 DVD に収録しています。 

 

2.1. 動作環境 

Utility Tool を動作させるには、以下の PC 環境が必要です。 

Microsoft® Windows® 7 Enterprise Service Pack 1 日本語/英語 32 ビット版、または 64 ビット版 

Microsoft® Windows® 10 日本語/英語 64 ビット版 

・DVD-R を読める光学ドライブ 

・解像度 1024 ×768 ピクセル以上の ディスプレイ 

・1 GB 以上のメモリ 

・イーサネットまたは GPIB インターフェース（本ソフトウェアにより MT8870A の初期設定を行う

際は、イーサネットでの接続を推奨いたします） 

・PDF ビューアー 

 

2.2. ランタイムのインストール 

Utility Tool を使用するためには、以下のソフトウェアが必要となります。各社の Web サイトよりダ

ウンロードしてインストールを行ってください。 

・Microsoft® 7 ご使用の場合.NET Framework 4.5 またはそれ以上のバージョン 

  ※注意： Client Profile ではなく、Full setup 版が必要となります。 

  参考サイト： http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=17851 

・NI-VISA™ 

  ※注意： 5.4 以上のバージョンが必要となります。 

  参考サイト： http://www.ni.com/downloads/ 

 

 

  

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=17851
http://www.ni.com/downloads/
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2.3. MT8870A 環境設定ソフト(Utility Tool)のインストール 

Utility Tool のインストーラおよび取扱説明書は、「MT8870A Universal Wireless Test Set」DVD に収め

てあります。PC の光学ドライブにこの DVD をセットしてください。 

 

DVD の/MT8870A/Installer/MT8870A Utility Tool/setup.exe を実行します。 

画面の指示に従ってインストール先を選択しインストールを行います。 

 

MT8870A に搭載されている TRX モジュールが MU887000A/01A の場合、Utility Tool v01.01.17 (2013

年 8 月リリース)以降のバージョンが必要です。MU887002A の場合、Utility Tool v02.00.04 (2021 年 7

月リリース)以降のバージョンが必要です。DVD に入っているバージョンが古い場合は、アンリツの

Web より新しいバージョンを入手してください。入手方法は 4 章に記載しています。 

 

 

2.4. PC のネットワーク設定変更 

Utility Tool は、GPIB でも Ethernet でも MT8870A を制御できますが、ファームウェアの更新、波形

ファイルのインストールといった ファイル転送が必要な機能は、Ethernet 接続時にしか行えません。

運用時は GPIB で制御される場合でも、初期設定は Ethernet 接続で行うことをお勧めします。 

 

Utility Tool で Ethernet 接続にて MT8870A を制御するためには、PC のネットワーク設定を MT8870A

と合わせる必要があります。 

 

お使いの PC をお客様のネットワークにつないでいる場合は、Ethernet ケーブルを PC から外します。 

 

以下の手順で IP アドレスの設定を行います。 

コントロールパネル→ネットワークと共有センター→アダプターの設定の変更→ローカルエリア接

続→右クリック→プロパティ→インターネット プロトコル バージョン 4(TCP/IPv4)→プロパティを

クリックします。 
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出荷時の MT8870A の IP 設定は 192.168.1.x(1~4)ですので、同じネットワークになるように 

IP address を 192.168.1.100 へ変更します。 

 

※ここでは PC の IP アドレスを 192.168.1.100 としていますが、192.168.1.5~192.168.1.254 の範囲で

あればどの IP アドレスでも使えます。 
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2.5. 測定器の起動 

MT8870A に電源ケーブルを接続します。Power ボタンを押します。 

PC と MT8870A の Ethernet コネクタを Ethernet ケーブルで接続します。 

MT8870A には前面と背面に１つずつコネクタがあります。どちらかに接続してください。 

 

2.6. Utility Tool の起動 

 

デスクトップに作成された「Utility Tool」アイコンをダブルクリックして起動します。 

 

 

  

IPv4 ボタンを押します。 

 

 

Network interface selection 画面が表示され、2.4 で設定した IP アドレスが表示されています。 

ネットワークアダプタが複数ある場合は、MT8870A と接続しているものを選んでください。 
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2.7. ネットワーク設定の変更 
お客様のネットワーク環境に合わせた IP アドレスに変更するには以下の設定を行います。 

 

Utility Tool 画面より Configure Network をクリックします。 

 

 

 

(1) ネットワーク設定を、お客様の環境に合わせたものに変更します。 

(2) “Apply”ボタンを押すと設定を MT8870A に反映し、MT8870A は再起動します。 

 

Utility Tool を終了し、PC のネットワーク設定を新しい MT8870A の設定に合わせたものに変更して

ください。  

(1) 

(2) 
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2.8. GPIB 設定の変更 
MT8870A を GPIB 制御で運用される場合は、以下の設定を行います。 

 

(1) Utility Tool 画面よりシャーシを選択し、Maintenance - Settings をクリックします。 

(2) 各モジュールの GPIB Address および、Delimiter/Terminator を設定します。 

(3) “Apply”ボタンを押すと設定を MT8870A に反映し、MT8870A は再起動します。 

  

(2) 

(3) 

(3) 

(1) 
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2.9. ファームウェアの更新 
工場出荷時と異なるバージョンのファームウェアを使用される場合は以下の方法で更新を行ってく

ださい。 

※ファームウェアの入手方法については、4 章を確認ください。 

 

(1) “Upgrade Firmware(All Unit)”を選択します。 

(2) “Browse”ボタンを押しファームウェアを用意したディレクトリを選択します。 

(3) 更新するファームウェアを選択します。 

(4) “Upgrade”ボタンを押します。 

(5) Progress 画面にアップグレードの実施状況が表示されます。アップグレード実行中は、

MU887000A の状態表示ランプ 1~6 が点滅します。 

(6) アップグレードが完了すると、MT8870A が再起動します。再起動するまで時間がかかります。 

(7) MT8870A の再起動が完了すると、Progress 画面に完了結果が表示されます。[OK] をクリッ

クして、Progress 画面を閉じます。 

これで MT8870A に搭載した全てのモジュール(MU887000A)のファームウェアが更新されます。 

 

  

(2) 

(1) 

(3) 

(4) 
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一部のモジュールのみ更新したい場合は、 

 

(1) シャーシを選び、Upgrade Firmware をクリックします。 

(2) “Browse”ボタンを押しファームウェアを用意したディレクトリを選択します。 

(3) 更新するファームウェアを選択します。 

(4) 更新するモジュールにチェックをつけます。 

(5) “Upgrade”ボタンを押すと更新を行います。 

 

 

 

  

(1) (3) (4) 

(5) 

(2) 
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2.10. 波形ファイルのインストール 
工場出荷時には、ご購入された波形ライセンスに対応した波形ファイルを搭載した各モジュールにイ

ンストールしております。 

工場出荷時にインストールされていない波形ファイルを使用される場合は以下の方法でインストー

ルを行ってください。 

 

 

(1) “Transfer Waveform Files”を選択します。 

(2) “Browse”ボタンを押し波形ファイルがあるディレクトリを選択します。 

(3) インストールする波形ファイルを選択します。 

(4) 対象のモジュールを選択します。 

(5) “Transfer”ボタンを押します。 

 

※工場出荷時の波形ファイルは添付 DVD「Waveform」にあります。 

 

2.11. PC のネットワーク設定を元に戻す 
※ここまでで、MT8870A の初期設定は完了です。 

 

初期設定が終わりましたので、PC のネットワーク設定を普段お使いの設定に戻します。 

そのまま、MT8870A を制御される場合は設定を戻す必要はありません。 

  

(2) 

(3) 
(4) 

(5) 

(1) 
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3. 動作確認 
MT8870A はリモートコマンドでのみ操作できます。 

リモートコマンドは取扱説明書に記載されています。解析機能に関するリモートコマンドはそれぞれ

の取扱説明書に記載されています。 

 

ここでは、添付 DVD「MT8870A Universal Wireless Test Set」に収録している MT8870A 制御ソ

フトウェア(CombiView)を使って簡単な動作確認を行います。 

 

3.1. MT8870A の測定制御ソフトウェア(CombiView)のインストール 
DVD 内の/MT8870A/Installer/CombiView/フォルダ内にいくつかのインストーラがあるので、こ

れを実行します。 

イ ン ス ト ー ル の 手 順 に つ い て は 、 /MT8870A/Manual/Japanese に あ る

mx880052a_opm_j_xxx.pdf、第 2 章に記載されています。 

この取扱説明書を確認しながらインストールを行ってください。 

 

3.2. 動作確認 
CombiView を使用して、VSG 機能で出力した CW 信号をスペクトラムモニタ機能で受信すること

で、RF 入出力の動作確認を行います。 

両端が N 型の RF ケーブルを、モジュールの Port3 と Port4 に接続してください。 

 

 CombiView の起動 

  

デスクトップに作成された「CombiView」アイコンをダブルクリックします。 

CombiView が起動し、実行するソフトウェアを選択可能になります。 
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 Cellular 解析ライセンスでの動作確認 
Cellular 解析ソフトのライセンスが入った MT8870A の場合は以下の手順で動作確認を行います。 

1) ソフトウェア選択画面にて、“Cellular”-“Common”-“Spectrum Monitor”をダブルクリッ

クし Spectrum Monitor 画面を起動します。 

 

2) 以下の図のようにパラメータを設定します。 

 

続いて Vector Signal Generator の設定を行います。 

 

設定後、Apply ボタンを押します。 

 

 

  

Apply 

Vector Signal Generator settings 

Spectrum monitor settings 
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3) 画面上部の測定実行ボタン(三角印)を押し、測定を行います。 

画面にピークを持った波形が表示されることを確認してください。 

 

RF 信号を出力していることや測定が可能であることがわかります。 

 

ピークを持った波形が表示されない場合は下記を確認してください。 

- Input Port, Output ポートの設定が、RF ケーブルの接続と一致しているか? 

- Level, 周波数が Spectrum Monitor と Vector Signal Generator で一致しているか? 

- Vector Signal Generator の Modulation が Off = CW に設定されているか? 

- Vector Signal Generator の Output が On に設定されているか? 

 

性能の確認方法は mu887000a_opm_j_xxx.pdf  第 7 章に記載されています。 
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 Short Range Wireless 解析ライセンスでの動作確認 
Short Range Wireless 解析ソフトのライセンスが入った MT8870A の場合は以下の方法で動作確認

を行います。 

1) ソフトウェア選択画面にて、“Short Range Wireless”-“Bluetooth/WLAN”をダブルクリックし

SRW Applet 画面を起動します。 

 

2) メニューバーより、“Configure VSG”を選択し VSG の設定画面を表示させます。 

 

3) 以下の図のようにパラメータを設定します。 

 
VSG の設定が変更できない場合は “Stop”ボタンを押します。 

VSG の設定を変更したら、“Transmit”ボタンを押した後 “Close”ボタンを押して設定画面を閉じま

す。 

 

Spectrum monitor settings 

VSG settings 

Port and standard settings 
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4) 画面上部の測定実行ボタン(三角印)を押し、測定を行います。 

 

画面にピークを持った波形が表示されることを確認してください。 

RF 信号を出力していることや測定が可能であることがわかります。 

 

ピークを持った波形が表示されない場合は下記を確認してください。 

- VSA, VSG ポートの設定が、RF ケーブルの接続と一致しているか? 

- Power, 周波数が CW Analysis と VSG で一致しているか? 

- VSG の Modulation が CW に設定されているか? 

- VSG 設定画面で “Transmit”ボタンを押して RF 信号の出力を開始しているか？ 

 

性能の確認方法は、mu887000a_opm_j_xxx.pdf  第 7 章に記載されています。 
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4. 製品登録のご案内 
Anritsu の Web サイトにユーザー登録および製品登録することで、各種ソフトウェアや取扱説明書

の最新版をダウンロードすることができます。更新があった場合はメールにてお知らせいたします。 

 

4.1. Anritsu ID をお持ちでない場合 
 まず ユーザー登録を行い、Anritsu ID を取得します。 

1). 以下のサイトにアクセスします。 

http://www.anritsu.com/ja-JP/ 

 

2). “My Anritsu”のアイコンをクリックします。 

 

 

3). “アカウントの作成”をクリックします。 

 

  

http://www.anritsu.com/ja-JP/
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4). 各項目を入力し、“次へ”をクリックします。 

 

 

5.) ご指定のメールアドレスに送信された6桁の確認コードを入力し、”送信”をクリックします。 
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4.2. 製品の登録 
Anritsu Web サイトより、Anritsu ID にてログインすると表示される My Anritsu ページで 

“お気に入り製品” に登録しておくと、ダウンロードページに素早くアクセスできます。 

 

1). 以下のサイトにアクセスします。 

http://www.anritsu.com/ja-JP/ 

 

2). “My Anritsu”に“ログイン”します。 

3). “製品の登録”をクリックします。 

 

 

4). 形名“MT8870A”を入力し、“形名の検索”をクリックします。 

検索結果から、MT8870A の“登録申請”をクリックします。 

 

http://www.anritsu.com/ja-JP/
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5). ご購入の MT8870A のシリアル番号を入力し、“追加”をクリックします。シリアル番号が確認さ

れたら、“送信”をクリックし、登録完了します。 

 

 

  

(1) 

(2) 
(3) 

(1) 

(2) 

(3) 
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4.3. ダウンロード 
ソフトウェアダウンロードページへ移動します。 

 

4.2 にて“My Anritsu”の”お気に入り製品”に登録してある場合は以下の手順です。 

1). 以下のサイトにアクセスします。 

http://www.anritsu.com/ja-JP/ 

 

2). “My Anritsu”に”ログイン”します。 

3). “登録済み製品”をクリックします。 

4). フィルタ条件に“MT8870A”を選択し、”更新“をクリックします。 

 

5). 機器名欄の“MT8870A”をクリックします。 

6). “一般公開製品情報”から必要なファイルを選択し、“ダウンロード”をクリックします。 

 

(2) 

(3) 

(1) 

http://www.anritsu.com/ja-JP/


23 

初回は “製品の登録”を行う必要があります。詳しくは“4.2 製品の登録”をご参照ください。 

登録には少々お時間がかかります。内容の確認のため、数日かかる場合もございます。 

商標および登録商標 

Microsoft®, Windows® は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商

標です。 

NI-VISA™ は、ナショナルインスツルメンツの商標です。 



https://www.anritsu.com

お見積り、ご注文、修理などは、下記までお問い合わせください。
記載事項は、おことわりなしに変更することがあります。

ご使用の前に取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 2104

■カタログのご請求、価格・納期のお問い合わせは、下記または営業担当までお問い合わせください。
通信計測営業本部 営業推進部

 TEL: 0120-133-099（046-296-1208） FAX︓046-296-1248
 受付時間／9︓00～12︓00、13︓00～17︓00、月～金曜日（当社休業日を除く）

E-mail︓SJPost@zy.anritsu.co.jp
■計測器の使用方法 ､ その他については、下記までお問い合わせください。
計測サポートセンター

 TEL: 0120-827-221（046-296-6640）
 受付時間／9︓00～12︓00、13︓00～17︓00、月～金曜日（当社休業日を除く）

E-mail: MDVPOST@anritsu.com

■ 本製品を国外に持ち出すときは、外国為替および外国貿易法の規定により、日本国政府の輸出許可または役務取引許可が必要となる場合があります。 
また、米国の輸出管理規則により、日本からの再輸出には米国商務省の許可が必要となる場合がありますので、必ず弊社の営業担当までご連絡ください。

本社 〒243-8555 神奈川県厚木市恩名5-1-1 TEL 046-223-1111
厚木 〒243-0016 神奈川県厚木市田村町8-5 

　通信計測営業本部 TEL 046-296-1244 FAX 046-296-1239
　通信計測営業本部 営業推進部 TEL 046-296-1208 FAX 046-296-1248

仙台 〒980-6015 宮城県仙台市青葉区中央4-6-1　ＳＳ３０
　通信計測営業本部 TEL 022-266-6134 FAX 022-266-1529

名古屋〒450-0003 愛知県名古屋市中村区名駅南2-14-19　住友生命名古屋ビル
　通信計測営業本部 TEL 052-582-7283 FAX 052-569-1485

大阪 〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-23-101　大同生命江坂ビル
　通信計測営業本部 TEL 06-6338-2800 FAX 06-6338-8118

福岡 〒812-0004 福岡県福岡市博多区榎田1-8-28　ツインスクェア
　通信計測営業本部 TEL 092-471-7656 FAX 092-471-7699
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